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珠ケ思おす　るのすた御や　代る発
条を議りる第概庵る’修概第に舎生通
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が三道はこ章べのるは安をら
推代場’とでた遺こ如置行に
測の観真に叡小品と法さつ’
さ並等言す尊野をが曲れた鎌
れ骸に遷るの流血明染た可溶
るをつと。舎の心ら法こ愈愈。

　納い並
本めてん
章たはで
は中不日
’尊明本
金歪な密
色金点教
堂色がの
を堂多も
通はくう
し　”一
て舎蘭方
如利見の
法荘の当
為厳寒で
眼と囲あ
法共でる
に通は天
つすそ台
いるれ宗
て要に独
検素用立
討がいの
を見た宝
すら作診
るれ品法。’ �ﾆ
　し特さ
　か語れ
　もする
　遺る如
　体こ法
　のと仏
　供は眼
　養困法
　に難に
　あで注
　たあ目
　つるす
　て 。る

　仏そ。
　眼のた
　法よだ
　がうし
　用な’
　い中同
　ら ’法

皇主にか及と性働
輪要こなびががの
厳なの作話老心醍
に舎二品法すい醐
七重つを尊よと流
す法の見勝う思で
ると面出法にわは
研宝珠すに’れ後
悔珠法こ関三る七
が法でと連時。日
完を用はす秘宝御
結網いでる法醐修
し羅らき作も流法
てしれな品宝での
いてたいを珠は弱
るお作が取法言容
のり品’りと七を

豊無鹸鞍美

に莉慧曲筆£在建
謙塗・方いと置と
て宝以とて推量見
叡塁上も考定け倣
尊法のし察さらす
のに第ばをれれ説
無精五し行ゑてが
　　　　　　いあ利通章ばう
信しか行。　るり
仰てらつ西
とい第て大
舎た宣い油
点こ章るに
荘とま○は
厳をで本こ　　　　　　　　の：不の早の
比し考で二
点て察はつ
にいは’の
つる’西宝
い。第大珠

カ1

　叡
金尊：

銅は
宝そ
塔：の

内解
に釈
金：に

銅則
製つ
如て
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本工い徴あ味ほ美限武稿本芸。的るをど本術定器
が稿は密々。籠ん研とさ・
工は’教現すめど旧いれ武
芸工彫はがなる行でうな具
史芸刻意好わこわ行テい’
研史や人んちとれう1テ馬
究研絵がで’はた一マi具の究画理行嚢底こ形にマ’
進によ解わ教なとし絞を調
展新りしれでいがにつ十度
にたもやるはとな一て究’
寄な冠す。ホ寒い意いす楽
与蓋車い仮トえ。味るる器　　　　　　　　一　　

〇　 ㌧一　　 、

す能の教にケら具
る心象えそをれ象を
とを徴での仏て的読
こ示的は意表きなみ
うす表な味なた表解
がも溶くをどた驚く
あのを’知でめがと
れで受血ら象で可い
ばあけ義な徴あ能う
望り入はけさうな作
外’れ阿れせう画業
のこや間ばる。刻は
幸こす梨’三しや美
せでいのぞ昧か絵術
で用土みれ在し画史あい壌がが形’に作
るたを知ど’具対究
。研有りの一象しで
　面しえよ字面’は
　裁てるうので容ご
　法い世な梵は暴く
　はる界ホ字なやオ
　他ととトでい道1
　の書しケ表か具ソ
　エえてをすら類ド　芸さ西表種こがツ
　のつさし子そ主ク　分。れて’象流ス

野
に
も

応
用

す
る

と

が

で
き

さ

鬼

るい指呼のな
。るの性工も
具の形を芸の
象かで良品で
的を贈りであ
な理現込はる
尊解すみ何が
熱するやら’
表る印すか乱
言こ相いの芸
をととの象史
持がいも徴研
たでつ事的究
なきた実なで
いな象で意は

と食
がの
可器
能’
と茶
なの
る造
で形
あ’
ろ酒
う器
。な
本ど
研に
鉛分
は類
用す
託る
別こ
ジと
やも
ンー
ノレつ

での
は方
仏法
教で
工あ
芸り
に　’

属そ
しれ
’に
そよ
のつ
中て
で素
も萱
門や
利技
荘法
厳に
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　　　　　　　襲舎釈西翠献をそ珠襲歩時作た開国品代品＿催立等し利が大財史追れ応護舎
’へは注さ博のつ塔発寺宝料つぞ舎酒利
飛とわ叢れ物研つ’行に究でてれ気室荘
鳥続が樗た館究新舎さよ山あいの容の厳

　　　　　　　　1諜1鎧糠

　　　　　　　　1鍵擦襟難

　成半多の待般
平は掻くでたに
安’の踏’　　　　　な関
時前作査舎けす
代半品さ蒙れる
以がにれにば本
降事始’関な格
は外ま紹すら的
舎＿り配るなな
利イ’さ最か研
塔ンわれ初つ究
やドがたのたは
舎’基点大。’
利中のが規中置
肇国飛置捨で和
器’墨筆なも五
の朝時さ展昭十
形鮮代れ覧和年
式半かる会五代
に島ら。で十によ）室出あ年奈
つの町陳つに良

脚平浅奮桑蹄灘
藷れ適死妾竪憲れ墾璽
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雛河凝纏縣暑讐蕪総噸差聴講
の加田し分’利形生な’置氏にる注和特需類：
華怠慢譲嚢絵毒春荒窪署差箋飾溝鼠麗網葉

塗筆髪芝葺薯三民尭請奮ネ湧藝言饗蕩糎楼硬
型裸疲学力1撫養學善覇た響髭面攣碧弩セ審差
　　　’諸茂畑’利はらのにQはたrい産金とて向

と鷲管唇窒嵩簸瑠難裏装2に市窪鴛健

撫纒聾滋琴簿煮麺騒曇擁
壁，華墨留具含暴露審薯後患攣看れ要

熊窪鶏総量輔導翁蹴藻簿

l蝶蕪鯵讐髪韓毒裂難壁卓

指絵
標画
と　・

な文
つ書
た資
。料
まが
た展
’平
蔵さ
良れ
国た
立　。

博わ
物が
館国
はに
昭収
和蔵
五さ
十れ
九る
藩主
に六
野な
利舎
厨利
子荘
を厳
中の
心遺
と品
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て系るので本選　研年鎌切経し神璽ら　間遠
い性論歴発注都昭究に無作過て鹿社室一接ら
るに考史生は国和対等時でをいと第町連的す
。まもにし茎立六象別代あ追るい一時のなご
　で実対た利博十と陳かるいがつ妻室河荘と
　満地す単信物一し列ら一”たのに田厳や　ん巡る利仰館年て一室注大中わ武ま氏が経
　で査視信のに’取厨町九乗でが甕でのあ紙
　いに点仰望勤遺り子時鐘院も電装の迫るに　な基はが事務山上豊代河の重奏命舎面こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　美
　いつ前’とし春げ扉に田鼠文自が利にとし　点く述中旬て樹た絵か氏尊：．の釈厨おをい
　　　　　　　　　叩けのが四手寒湿い指絵　は新の馬術い氏功

なた厳経が書信
お点』由国に仰’でのしの舎に
巻は概て主利関
末評説ど要事す
に価をのな厳る
橋で大よ舎無考
黒ききう割拠察
初るくに荘をを
子も越わ厳調ま
氏のえが美和と
がのる兵術すめ
　’もにをる

’

東

寺作の受取古曲
　　　　　ム

讐あ籔娑2第壷

雛齪養機1薄

ε溝鼠匠讐3あ窓霜

店≒騒七転議霜蘂品

た
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の塔塾舎成イ　 日類でれ　 し的の四おにて
　　　　ニン日問なあは新’な舎七けっ考ま仁を究利蓉劇さ題意お査笈墓奄畿男盃肇梨ご籍桧葉旗
利し小のはス外ぶあ納三舎のは安の知論て関
塔’杉形山トの法る入年利制並置時薫じい根
に各一式田ウ遺産。品に玉作良さ点はたる俊
嬰筆墨慈器夫製童蒙縁起蓉嶺聴摯芙函あ窪民
てののを氏の厳第国返れ利尊母い甫嶺で＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は繕霜手妻藁筆蘭釜客至善簿蘭悉ξ蓮葉蓼南南
　　　’イ’すを利宝燈の与形と利下。こ都に昔時
入場代舎ン妊る詳真珠・溶し式を殿透たれに念法仏工ド造研細事の性介てを指に彫だはお
　　　　　’究にのほ海のい踏摘ま舎1く河けにに塔：葦登
考っに器辺及に伝遺か寺中る遷しつ利　　　　　　　　　　　　　　　　　　睡る察い関ののびもえ品本所でこしたら容叡氏返
してわ地舎舎触てに染蔵置とて上れ器尊の世て論る域羅利れおは種の目をいでて＿の先舎
おじ論艶容納てり愚子木さ推る’　　　　　　　　　　　　　　　い西書判型
咳岩絡震墾会ぎφ音悉皆慧型含量ξ奪摺箋巖

環諸饗嚢蒙諜難霧ゼ蕪1豊穣凝
棊ξ寡勢≒岱聖塔零種箋愛藷塞象鮪函嶺理
壽屋鳶癒岩毒宍羨寒蓬管翼是ぞ雪踏窪驚。

2臨蕃輩藷農舌難函奄舜窪葎焉餐壽諺筆
　　　　　　　　　　　こ　目古来一に性い舎代利いな平代　 百像の
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点公る度　迦いし生瀬連　考とうで　る護憲
は卿一だブ信た’命珠にまはに。も以四国荘
　　　　　　　　　　　　’蔑し河上注よ厳舎は皇けう仰観こ力が論ず　　　　　　　　　　　’近分か田の一り美利後室行イか点れの持及・七＿うアらとが源ちし平年なし氏研七発術
　　　　　　　　　　　　　　’に究r見の宝日朝一ン切は王泉出て成歴注
母御廷代・り大権一さい元史意以よは
搭撰募蔑璽讐ミ寄露塵盈年宝奮去毒害
仰を釈仏坂た異生る法注阿りわ重要史
の支迦舎．点なととに一部興れ豊作墨
筆馨払黎失密戦蕪差等轟轟覆嘉馨鶉霧

の者一目の見落とにごは宝がそが分よ
肇軽羅セ運塗替を壼庭霜墜ぞ窪馨頚忌

で例。室阿後りをと宝さ世さ信環績日はのさの部の’論ず珠れ翻れ仰ではに
な天ら宝氏舎強じるがた権てとあ大伝
　　　　　　　　　一室といのるきわく下に物の利いた修百菌盛乞爆奉勅講童着筆菟盟点く葎
李塞捲羅塞無害筆墨皇考轄錬箭霜曇
程纏暑詔馨雨垂窺轟音塑⊥讐提要至
会の転吊せえよ点法皇おに
の儀輪徴たたうは愛といお
ヒ礼聖でも影に’　　　　　　　　三皇ていエで王あの直な従法胤法て
ラあがっではっ来が尊皇’ルる修たあ大たの皇続の平
キと法こるきと研室を管安
ら撮羨髪窪レこ言置新た募鷹

季差聖漢i善玉霧与を鋸
オとた’。　も信親達にけロ　指　　と　神　　ル

帯留い宝パ
1しうや1をた伝三ト
媒Q承種氏介ルにのは
すパ倣神馬
る1い器皇多ト’にが
面氏皇相一
性の室当代
を視やす一

の仰と物置る
でをし一か王
あ釈てでれ権
つ並行あ’と
た信わり法舎
○仰れ一戦利
舎のた中の・
利一こ世請宝
信環と的に珠
仰とを王よと
をし指権つの
釈て摘のて関

残立美に
しつ術舎
てての利
いお基信
るり礎仰
。’ Iの
こ日な歴
の本資史
よの料を
う舎は考
な利提察
舎信供し
利仰さよ
信がれう
仰複てと
の卜いい
内なるう
容展と立
面開言場
にをつに
関遂てあ
すげよる
るたか。
論ころ中

蕪

ll

馨
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にら輪鳥る厳あ具さ・一　館
　　　’見のりにま一身従に惚れ聖
わる王畿士爵’ござ日二　　　　　　　　　　　来おつよが良し形しめま本部のいてう宝時は性ばらなi　　　　　　　　　　　舎て
韓に等長蕎洛濠華華鷲摂鯉罹
に仏所王史仰舎舎「時を厳さ
文教持権か漁利利r代かのれ
帝でしとらかは一万かな展た
のは’舎もら宝と物らえ覧特機中ま利行解珠数の奈る会別
割勘た・わ釈や曽根良舎と展
舎的仏宝れし種に源時利はr利な教珠るよ寄事と代「異仏
塔王興とようのけな＼．「な舎
窪響陰畠庭墨書孫£笹肇農型

謡差≒塁霧蒙↓重三馨窪皇

箆ζ議繍畷鱈三量

るのに術　い崇に生は徴点　れよたと点　有
。仏おとこる拝こし・riに平でうるもにます
そ舎け律のとかめ一イ仏近成はなもに真たる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　’存し凝る令よいらら宝ン塔い重い修の自誓て塔笹葺うう離：れ珠ドに二三な法にら律平在
’を想家な点れたに一・納想舞いをしを宗成と
　　　一舎にる舎な一働ににと行た生を十しこ建的
の立君に利あ傾利つ中さ基奈考つと身興三て
溶し主お掌る向一、た国れづ算えた指仏し年把
えたでい仰。が一骨臥たく国らの摘にた’握
はとあてに舎顕単利r舎も立れかし擬叡中し　　　’濡事著教Lへ手利の博るにてえ七尾て中伝る
国え転飛す荘で法一一国取で物。　　　　　　　　　　　　　　ついてを幸い

灘孫男声莉
半る王＝春
里とが藁氏
’信舎。は
わじ利浅＿1
がらを井愛
国れ集堂下
へてめは・
といて’奈
伝た八古良
わと万代の
つ指四イ仏
た摘千ン教
とす基ド美

塔わ＿後　 。1
やが季寄の展』
興国本日三星は
利のの御星章’
異学神修か成阿
器利に法らは部
の信な一、な一頃
造仰っ一り第や
形がた小’一ル
肇国舎ささ部パ
に迦利なら　 1

もに一、宝に寺ト
現対一塔：第院氏
れす仏の一のの
てる像誕部象視

いるい取氏る
て。たりは点
は舎と上rに触利しげ中斬
　　”世新れの
ら効そ彼のさ
れ験のら勧が
て力際の進あ
いがし活聖る
な高ば動とQ
い強しに舎
。のばお利
そ霊埋け信
雲霧瑠蕃迎
’高出利を
舎めの信号
利た奇癖表
信と跡豊し
仰すや思’をる舎義脚
夕蝉利に倉
迦摘のつ耳
蝉は有い中
興興すてにの味る考東
中が霊熊大
に持験し寺
位たがたの
璽砦欝欝轟
9カミ星豆藁

従事身。た
来尊藩中し
のがと尾た
概鳴し氏重
念利ては源
かをの重と
ら用地源西
大い位と大
きてを叡寺
くど確尊を
離の固が拠
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　　　　　　利存一　 け置東舎　仰を塔適い塔在あ用信院でるい仰さ信証環以てさ大利まが有に身う
のあ。らとて仰へと温いれ寺三たあすはと。
金つ濁れ荘’のとしのるた毒薬’つる舎さわ
銅た尊た厳本変変て研○こ三選平だ不利れが
宝。にもと研容貌考究従と院を成光空にる国塔叡とのの究とす握を来をにめ十明盛代救で
’尊つが関一造るし並等述おぐ七皇索わ世は
西はて多事墨形なて利閑ぺけり三后観つ観世
　　　　　　　　　　　　　’にが音て音古室生舎くを利とどい信視たる　　　　　　　　　　　。多請はい像法像末の涯利を論荘の性た仰さ鉄には占ず厳関格のがれ三宝来東たが舎がか
宝わ釈める美わをにどて千塔の野こ安利安ら
　　　’も煙り変対のき粒に目治と置で置好楽：た迦
’りの叡ののをえしよたも釈的之をさあさ明
　　　　　　　　’う鑑の迦を氏推れるれ朝さ辛々尊：で研問て
らつ骨のあ究いい日に真多’考が論たrたこにもで湿る1直つ本底のく多項一しが最。ろ
如のあ迦。興すた奪え舎の憎し鑑て’　　　　　　　　　　　　　　　　　勝まに
意舎るにご正もこ学ら落零如て真い造王た始
轟梨高季ぞ薩二手雰摯藁笠懸岩塑乾豊平秦馨
羨套1妻慈誉贅魏荒壁岩憲葉毒建華箋塞重器
に利率慕出のるさりの浴しす＝大　　　　　　　　　　　　　　　　に安代太
郎黛奪毒裏藷蓬髪霜奮寒各藩≒叢渠斜藷
らを一下るをにいをい忌事成東壇　　　　　　　　　　　　　　　　敵た化工
　　　　　　　　　　　　　　　　羅○武にれ建零す田中なる宝うしをが野院　　　　　　　Q珠観た’鑑：氏【　　　　　　　　　　　　　　　　索ま天福た立金る論心つ聾し輪従はにたそと点画日真は授　観た皇わ観ての来’【　○し同か素本の記戒　音’　　　　　　　　　　　　　　　　　　に珍
宝い種の二一
集る子見尊は
形。ボ方が’
舎西ロで造従
利大ンは立認
容寺で草しの
器にあ握た美
な限りで舎術
どつ’き利史
をてあな塔：研
造みらいや年
立てゆ問舎に
しもる題利お
て’願を容い
い四い含器て
る王をんは等
が堂叶で小閑
’のえい野視
こ創るる流さ
の角不とのれ
よ五可い密で
う重思う教い
に石議こ修た
複塔なと法舎
数’存でに利

て一ら的に選録と
’視分なお代よ舎
美す類論け薫り利
術るす考る書道の
史傾るで広の宣関学向とあ範もが係
のが’ bﾈの築を　　　　授でいめ研あ美
究り術
者’史
のその
中れ分
にに野
も伴で
浅いは
井舎遥
遥利利
のは信
研王仰
究権を
のを釈
よ守迦
う護信
にす仰
舎るの

戒あたぐ
活る戒つ
動こ壇て
にとの1
用を様謳
い指子と
る摘を題
こし復しと ’元’
に舎考鑑
あ利察真
つはしが
た多’請
と宝旧来
結塔在し
論に見た
付安る仏

に大よ
対養つ撫
す徳て猛
る国国を
信金分ま
細砂寺つ
が明’る
篤寺国法
くで分遣
’あ尼寺
しる睡夢
か東が殿
も大建に
光寺立は
明三さ宝
子．月れ珠
と堂たを
名にが奉
のは’持
り合試す
宝掌分る
二手寺姿
へにのの
の宝七太
信珠重子

19



20

ぞ明をの
れさ想舎
のれ定利
成つす豆
果つると
をあご舎
参りと利
照’が課
しまき器
’たでが
舎盗る必
利教○要
荘融着で
厳で年あ
のは’つ
造早歴た
融く史背
理よ学景
とりにに
信奉おは
仰利い’
と煽てそ
のや舎れ
関宝利ぞ
連珠・れ
を法宝が
考の珠受
書事研け
し相究持
た研がつ
点究盛修
でがん法
新行でが
しわあ異
いれりな
経て’り
歌い平’ル着る欝欝
厳。後の
研本訴修
究研か法
の究らへ
方は鎌の
向美倉転
を術挙用
不史代がす’に利
も鉤餌か
の史るな
と学宝か
な’珠つ
奄仏法た
　教のと
　学様い
　の相う
　そが事
　れ解情



一一 @一一　一一十九八七六五四　三二ー汽六五　四三　ニー’’’’’’’　’”注
”術”九”　　　　　　　 ＿　　　巌
小山史高二九斜影特河河r特特r一興奈守杉田論田甲一根山別田田仏別別奈九正良田一明考修昇〕俊春陳貞貞舎密展良九菩国公
雄爾』一寛十一樹列rr利列r六〇薩立夫一一所イー一rr一長仏のr仏大〕七文一六イ収ン隔月南舎厨谷舎荘舎舎寺十百化西
　　’ド沢三都利子寺利厳達利大月年三大朝ン
時ド中の市十に信と能と』殿の観一鯉研寺

　翁＋教＝旦尊霊平撃平金五昭二
　　　　　　　画業舞紛雑
三豊充二籍

　　　　　　乙契究理天聖天天嶺

　　　　　　　　　　　　　物
置一四佛料＋の』二方糎同署鯨全

塁塞糠三誕年版年＋六
　　　　　　〇’＿＿＿’＿年大著一六号』　じ昭一冨一昭一一寺

謹平
篶肇

紅
穀
1旱

1盒

＿社
十’
六平
年成
＿四
一年
九＿
五一
＿九
ご九
＿ヨ
高

田九
重芸
州二
r十佛旦
教
美

号　七新
二二虚聞
δ星軽種
響＋二昭
亙旦旦和
毎
日

新
聞

硅

平
台

年

二

四

十
七
年

二

九
室

ご

七
旦

　～日面
十二～　’
月月五昭
一二月和
日十二四
）六十十
　日五八
　開日年
　催開）
　）催
　　）

記羅利
写料塔
r第L金二翁
剛冊大
仏r和子本文
叡華華
尊寺』
感叡第
身尊二
陣傳十
正記諸
宗集’
≒成昭
r』 a
　　　　コ
垂餐不
薩璽年

ll

華

奪

21



　三皇ー〇九八七　’平’”究’九’立’和平

成東成浅平中』ブ八阿近氣五
十野十井成尾所ラ九部代賀十
七治四和十尭収イ〕泰美澤五
年之年春三r’ア三郎術保年〔一＿一年中覚ン月一館規＿
二鑑二飛七世禅・三宝等一一〇真○鳥月の紗小十珠’法九
〇和○・十勧研野一と朝門八
五上二奈四進究坂日葡日寺○
〕と〕良日六会・）権新のこ
三束九の～と編ル
月大月仏九十’パ
十寺十教月利親1五垂目美二三王ト
日壇）術日仰院一
）院
　1
　授
　戒
　と
　舎
　利
　の
　関
　係
　を
　め
　ぐ
　つ
　て
　1
　翁
　戒
　律
　文
　些

　箪
　舌
　亙
　戒
　律
　文
　化
　研
　究
　会

　法
　蔵
　食實

と開』千歯
律催全榮世令
国
家
一

合
日

本
の
時
代
史

4

律
令
国

家
と

天
平
文
化
』
所
取

佐
藤
信
綿

吉
川
弘
文
鯨

塁麹
鯨護存

lll
牽δ群
⊂⊃○雨

茎藻
一二1
＝月一　　　　 ヨま

苦1
　　豪

　　華

　　　

　　研

1聞歴中社二
世’と
王博越
権報利
と堂供
密’養
教平一
儀成q礼十中
L一會年の
石　 正

濾二倉
講九院
座上
　九法東ご門
洋　中
腰　地
響　下
上

ノへ

巻

ヨ
日

本
思
想
2
鰻

岩
波
書
店

平
等

兀
年

宮
殿
の
秘
宝

コ
唐
皇
帝
か
ら

の
贈
り

惣

』
展
図

録

新
潟
県

22



　　　　　さ　銅と　　　はてが
　　　　　れr初見　　　 ’いあ紀

　婆帰舎甕　 付　 ’　天Q　にめ説

23

1、

釈
迦
の

浬

と

舎
利
の

供
養

宍

聖
遺
物
と

し

て

の
舎
利



をる　　　　　　　　　　　　てナナ　 国の
建こド　　　　　　　　　　 ’とか当王甕茶

　　　　　　　　　　　　　　いツ浬行兵続ラ王こ是閣既．則世垂汝手　磁弩≦妙
　　　　　　　　　　　　　　こと他とけ雨
　　　　　　　　　　　　　　れの国さてに
　　　　　　　　　　　　・　を間の兄厳よ

；失奮嘉塗鯖瀬請塗於差言重

い戦うかせ消
うにとったえ。ななた。た
分りりと比。
舎か’迄、丘マ
利ね八：もとツ
かな国　　　　比う
らいの
仏尊王
塔況が
のと舎
建な利
立つの
にた分
至が割
る　’を
経こ求
緯のめ
に時て
つドク
いロシ

丘族
譜に
だよ
けつ
がて
礼集
拝め
供ら
選れ
をた
許舎
さ利
れは
’金

24



図一、滑石製舎利容器（ピプラーワー大

　塔発見）　インド・ニューデリー国

　立博物館所蔵

　さごワのとつ貴とヴヴおのら
釈れと1本もま金とエェり、重れ舎うは着た
迦てがの拠いみ属も1入いで大地うをなにササ注でさをし教あとの滅るき塔力べ付ど滑11目顕ら生だにる’さの＿るかピきけが石リリさ著に前古お仏そつ
お無銘らラ古た既製1iれで塔の蒔け像しに老ヨ妾国璽讐騒騒霜欝当奄薯蓬盗チ鎗力1Σ与
百
年
鋒

古
代
イ

ン
ド

に

初
め

て

統

　ててあじい後は　も
遠いいうらる一書こ茶
早るるうれと世での毘
のこ。。る言掛あ伝の
初と後ま。え末つ承場
期は湿た釈る煮たよ所
ス古す’迦だここりに
ト代る右没うろと’ス
ウイよに後うかが釈ト
1ンうはの。らう迦ウ

　　　　’よ拝洗い㌃
1　教’利と仏でここ

蟹募砦蓉嚢客志ζζ

縫馨鰭圭三二
覧馨了巌蕉置頚蕩乾

がてそドつ釈の十
’たののと迦時基
金者人人もの点のににと々原没か塔
r凹しの牛後ら婆
大利て異的四舎が
般が礼様な’利笙
浬あ拝な礼五が立藥る’ま拝百まさ
経こ供で三年つれ
』と養の態をらた
にがし執を経れと
説説た着伝たるビ
かかのがえ紀場鬼
れれで感て元所

25



隔鞠

羅驚驚’翼義：

図二、石製舎利容器（ソナーリー第二塔出土）

ヴ灘1鰍；駅難館姦リス●灘総論
　　　　　　　　　　　　　出’r飛千言

穫麓縫藻籍覧茎え腎奉蝶謹蓼
　　　　　　　　　　　、

日一F

驛gあお取王
　者ウろいり国
　（1うて出を　阿パ　。無し築
　羅に一壷てい　漢遺方を細た
　×骨で意かマ
蓮葉縫静

　謡搬杢甥

　黍馨略嫉

『蔀1軽装1

26



蛙建

撫
雛

蕪

雑
　　　三三、舎利荘厳具（甘粛省浬川県大雲寺塔基町発見）

　　　　　中国・甘粛省博物館所蔵

行も棺も跡を仁定塔に量器：記
たに舎とらい舎のあわ七建に利半
難癖ll鍵筆耀碁縫百
具県銅。
供法写れのをて塔・利’

苦悩函を（利ささたるさ階に’

見あ
らる
れい
るは
が宝
’石
こで
れ飾
はる
rな大ど
着装
濡濡
葉性
経豊
』か
にな
見品
えも

　　　　　　　　　　　　　　朝た容もる現う9形のか倣寿県で行製を録舎弟金器の溺れ
　　　　　　　　　　　　　　　’をで迦る
　　　　　　利雪るれ重立よを島水馬あのよ
　　　　　　　　　　　　　　　晶にる遺う　　　　　　　　　　　　　　　’数。体に
　　　　　　　　　　　　　安本石重代をな法国送るた大納身腎仁立利中置に製の表叢る
やの製こ癖蒲誓簿騒麓繍雛
養門利は舎創い基塔塔書斎四鍬董嬰随素
　　　　　　　　　　　　　　基容入ソ銅材
が重石瓶具舎難雛畜醐鹸搬罎琴

輪環筆栴簑購異軍垂奢嚢網暴華
客巖霜霧暑ぎ劉譲藁9扇φ歪室蕪暴蕊叢碧
　　　　　　　　　　　　　　　はかた事例実具　容造大五舎か仙～に国伝
態が　丁丁雲）利’遊六一全わ　 ’ら’にが
をあ　 ’さ寺は容河寺○基土つ　中出水倣数
　　　銀れ塔文器北の四ずにた　国土晶つ多知る
る。　製た基帝は省博）つ仏。　’し製たく

27



れ器よ
たのれ朝
舎うば悟
道ち’半
荘初木島
最期造に
具の塔お
’作のい
慶品撃て
尚と合も
廻しで舎
道ては利
の著心を
松名礎塔
林な内に
寺も’安
博の博置
塔に号す
発’のる
見神場伝
の文合細
金王はが
銅猛毒継
製作落部
舎＿内さ
利六部れ
殿八にた　　　を　　 　　 ロ

図）利衰
齢にを利
一建安の
を立置潮
挙さす納
げれるが
るた場盛
こ慶合ん
と尚がで
が北多あ
で道かつ
き慶つた
る州た統
。近よ一
両傍う新
塔ので羅
の感あ時
舎恩る代
言寺。＿
荘西統七
厳塔一～
具と新八
の東羅世

図四、八重宝田（陳西省扶風県法門寺十三重塔発見）のうち

。　巨町「「一一凶『’“

中核容器より四重容器　　　　中国・法門寺博物館所蔵

形　塔　時　紀　図五、金銅製舎利殿（慶尚北道松林寺

式か代）は　ら　の　の　博塔発見）韓国・国立大邸博物館所蔵

共発舎作
通見利例
しさ容に

るる舎養沿ばこ
こよ利し道地と
とうをたで下が
もに身と庶宮で
習’近い民かき
慣唐にうはらる
　　　＿舎出一化時拝
し代す三三さ図
てにる四にれ四
い高こ％結’L雪
㌃僧とワ縁宮法
諺襲奪器

28



偽つ　　　　　　　　　で
をたこ　　　　　　　　あわ
確三れ馬レ食三滋強是覧が警醤蕪選キ葭鷺
誌ギ撮糠婁簾

　　　　馬鉄石善達池
　　　　野中ガ・女直

たの済
と器よ
このり
ろ中伝
舎に来
利思し
は利た
心が弥
のあ士
爵る石
うの像
まをを
ま発安
に見置
浮しし
き　”
野馬わ
み子が
しに覧
た献最
○じ初
戦たの
子○出
は馬家
悔子者
恨はと
し真な

是警語車馬．
子座像尼等辺
禰一・挿雑蝿沓

池輝茜置月…・
辺鉄二子嚢使
奄禦雪輪
司． ﾛ仏｛・方
馬其現法誹㍉
奪紅雲虞書肺
藻鎚此譲摩篠

。不斎付一播

国

の

正
史
に

お

い
て
舎
利
が

登
場
す
る

も

っ
と

も

古
い
記
録
呼

量

本
書
紀
　
敏
達
天
皇
士

年

釜

八
聾

条
に

見

え
る

次
の
さ

つ

な

逸
話

29

2、

飛
鳥

～

奈
良

時
代
の
舎
利
信
仰

てののがて
い崇瓶安お
た福を着り
こ寺中さ　’
と塔蹴れ金
を霊長て銅
示か器い製
しらとた打
て発し。喪
い見てまのるさ　’た四
。れ金　’天
　た銀神王
　四二五葬
　重重二が
　のの年装
　此方＿着
　曲形七さ
　荘容○れ
　厳器六た
　具に）金
　と入に銅
　罵れ墓詣
　似’徳を
　しさ王外
　てらが容
　おに発器
　り金壷と
　’参しし
　わ製た’
　がの慶中
　国舎州に
　の利・天
　飛函皇蓋
　鳥に福を
　時無寺有
　息め木し
　のら造

’

　舎れ塔諸
　利てか菩
　荘いら薩
　厳た発や
　が　。見天
　’皇さ部
　薄唇れ像
　鮮紅たが
　半の舎舎
　島舎利利
　か利荘瓶
　ら荘厳を
　強戯具囲
　い具は邊
　影は’す
　響’緑る
　を大瑠舎
　受津璃利
　け市製殿



をに見に　 もは広　れめ翌法馬　議言の寺ま
透重る亭亭の百隆推てら年興子物ない塔伽す
彫めこ利良と済寺古いれ心寺は部存がが藍ま
セ蓋叢叢首罪薪這董勇釜肇藁葺蘇奮森築難濤
銀・で式事れ羅・三が銅らいち我考がれ井心
製さきが寺るな金十発製舎てに氏え”　　　　　　　　　　　　　　　　　　流を罷是奮墨壷力1覇管掌星霜裂蒼整義盆響選書饗
遍羅善轟轟盗攣霜宏楚蕪雇婬藷ll蕊毫青羅奮

羅錐嘉盤群雲盤藁諺簿墓域

醤諜響鴛1嬢縫鰐酔疑

南草重にのいとて景な埋箱失にれ
碧葎簿倉鴇為差禽都覧轡縞uさ粍

感応建翌
のい立年
前へと馬
期とさ子
に発れは
は寝て大
’すい野
翻るる野
師。。北
が得なに
神のお塔
出舎’を
鬼利そ謹
書感の立に得後睾
≒霜絵そ
戯事の塞
辱続誉莉

つ高よ鬼
不いつr可とて元
思はこ興

30



両器璃世と七のと
者を製紀も三越と
の入小胴に六二も

側てら遺れ見’納
定舎に品’さ奈めさ利金の零れ良’
　　’名内た・壺れを　　　　　　　　一六、五重塔心礎納置舎利容器（複製）る奉銀宝に時法内
詫鋤1葉鞘難　　奈良・法隆寺臓
のたの並製子射利
ほ例三賀舎を重八
かは重・利記塔枚
”の崇容しかを　　　　　　　　　　　　　　　　・’塞i罫；募

　　　　　　　　　　　　　　　見副州釈・
　　　　　　　　　　　　　　　る納博迦国
　　　　　　　　　　　　　　　こす物塔立　　　　　　　　　　　　　　　とる館納中
輩脅鎗憲薯葉隻鵜羅黒器？雷董奪量越薦毒
重’容瑠七と一頭玉を法き田二　きはな金物

31



　　　　　’とと対こて山越’こてた舎安たでは利時こあ’玉もい象とい藍と飛と舎さ
は代とるも体につとをなのの鳥が利っ
暮蛮書蒙塵羅篇章≒籍レこ忠霊塔李毒に
重＿か寺多’さ心妻つすは度のよ納受　　　’様護れ的利てな薬が乞うし鳥要十が
な一わ元墨髭るなよいわ師画期にた適
薬～せ興し平仏量りるち如意＿’毒言
当薬る寺た癒’験も○’来に七日が＿対線。’人’菩を薬元元像な福本伽暮
鐘世　融々罪翻心師薬量をつ紀人藍世

よ　か代をは雑やる性孔繰りあを法　推れ文
うしら表伝’密阿か格がに’る有興以定た）
　　　　　　　　　　　　　。し寺上さとをにか離的え国の弥らを設分前　　　　　　　　’融けか利してに見れ推挙なしれなる家普陀り’て三舎鎮及如適えられとかいおてる定げ
’平い院利護と来事たれ’冠したいき。　　　　　　　　　　　　　　　　　　さる

と紀
さ）
れに
た至
。り

た　’

だ讃
し言
’宗
小小
境野
流流
のを
舎中
利篤
信と
仰し
はて
舎密
利教
を修
あ法
らに
ゆ舎
る利
願を
いま
をつ
診る
えこ
ると
不が
可顛
動繁
議に
の行
玉わ
’れ
如る

　　　　す如素面安て後はの紀大の過
寺願の天る来寺寺憂い半仏中貫
’望消部ホがはでする～教心～
西に滅のト重皇はるこ八をに八
大対’種ケ視后悪金と世花蕊世憶意あ類：をさ＿は堂が紀容置言
なしるが必れ後釈とう初しし初
どきいさ要たの迦さか頭た’頭
でれはらとこ持のれが）時仏）
はな呪にすと統廟てえに点像に
塔：く魚鋤るは天といる再にをお
はなのえよ当皇しる。　　　　　　　　　　建おまい
　　　’う然）て。まさいって伽つ三
星た散悔にのののしたれてる舎
のとな過な選敵本か’た’三笠
中言ど法つ択気来もほ法舎宇を
枢え具湿たで平の’ぼ隆利の塔
部よ体がのあ表意底心寺を金に
かう淫行だつを味利時西仏堂埋
ら。なわとた願がは期院像が納
離そ計れ言うつ薄東に伽よ隠す
れれ容るえうたれ塔創藍りのる
てとでよよ。天’の建でも東こ
建歩あうう多心配みさは重’と
立痴りに。様天藍にれ五要北は
さを’な奈化皇の射た重な’盛
れ合立つ良すに壮納藤巨多西ん
でわ代た時るよ麗さ原と拝をに
おせイ。代人つされ京学対囲行
りるン仏（出てを’の国忌邊わ
’よド溢血の発演西元がとすれ
人うのに世三新出塔臨御見るて々に祖立波望さすの師西傲とき
の’望め）はれる心寺にしいた関奈崇らに’た配意で並てう○
心良拝れな薬寺門には立い鳴し
が時のるる師院物は塔した藍か
霜袋髭あζ袈霧曾霜奎藷零護覧

れこ
ると
。が
発で
葺き
さる
れ。
たこ
零れ
況は
は銅
並製
明の
で合
あ論
る形
が舎
’利
同容
時器
代で
の　’

例心
に礎
照の
ら思
せ利
ば白
銅の
膨大
蒔き
利さ
容よ
器り
の判
内濠
降し
にて
さ外
ら容
に器
内と
冷し
器て
が直
あ断
つ孔
たに
も安
の置
とさ

32



認を修言目中元　力う密意
識受法面すの年こをに教宝
がけをのべ真＿の求’的珠
どて創開き言言よめ密なと
のい案祖こ院三うた教解同
よるす空とに四にこで釈体
うとる海はお）’とはをと
に言際に’いの平’舎表見
変つの農事て空安そ利り倣
容て規り七行海士しと慌し
しも範’日わの代て諸んだ
てよとし御れ上後舎々だり
壌毒煙奮善良奮募梨審庭あ
たうる宮が体よ舎釈教特る

．簿響縫讐垂叢論

　繍擁莞論ξ巽鮮

　れ年こい

　　　　　　　　　塩害庭
　　　　　　　　　総

討はにた中れる
し’大こ行はが
’難きと事毎’
こらなにで年こ
のか影ああ正の修の跨るつ．月齢
法皇を。た八機
にで与こ。日を
よ後えの舎か求
つ七’法皇らめ
て日し要言十る
舎御ばは仰四な
利修し始の日ら
に法ばま歴にば
対の新り史か’
す影しが上げ承
る響い真注宮和

1雛

33



秀有純潔綴隆薪莚軍器2竺瀦藁蕎三雲讐π

　　　　≒　　六書唄≒モ穴窪
　　　　　　　　　　六　 立　 筑　 和　　 睦

　　　　r　　　　r十影近気波中五小高てのぞ＿仏＿舎内（上一山代賀大村十杉田
四玉の前舎後利盛前宮年春美澤学伸五一修

像其論旨起を中耳尺』

　売庭畳
　平銀ひ
　外のら
　太轟き
　子方み
　御のれ
　持箱ば
　念あ曇　　　ロ　窯矯
　判金の
　土倉内
　器を外
　等もに
　あて額
　まか郁
　たたせ
　辛くり
　そ封。

へせく
納りほ
め　。め
給ひる
ふら中
。きに
又み黄
四る金
方にの
に一一
朱顯壺
土のあ
を瑠り
も璃。

　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）指詰＿
盤。月
”。々十

嫁育
‡毬律
一．々塔
月珠心
上玉柱
日　。　。

。其其
鋳中柱
茎布零
露墾作
像一一。円

㌔々塞
　　o百中
酉単列
官有浄
喜墾毒箋

五軍一。
　　 　

［コ聾宜其

単解
一一 B　□氣；芸：

　が　　ロ山霧大一
田酬。鋭勢
寺登＿）

琶蜘

資堂供○一
道’養○考
i平一五察
』成q〕1第十中二羅
ニ一国月振
章年の二又
i＿　　正十旧
ニー倉八蔵
一九院日＿
山九　）大
寒九法
寺ご門
五
重
塔
の
秘
宝
i

ヨ
法
隆
寺
の
秘
宝
』
よ

り

⊥

策

京
美
術

昭
和

寺
地
下
宮
殿
の

黒

雲

篁

再

認

讐

控

雷

同

新
潟
県

階
皇
帝
濠
州
舎
利
塔
鐘

を

逡

ぞ

1

§

祷

舞

弩

葦

熱

量

疑

｛

　

詰

34



顕

教空
は海一。持乞然如諸承
病は
人仏
に教
対に
しは
医薬
学教
書と
を密
ひ教
もの
線型
い種
て類
薬が
のあ
殴る
能こ
をと
説を
明粗
しべ
て　’

い比
る喩
よを
う用
ない
もて
の顕
で教
あに
る対
がす
’る
密密
教教
はの
薬毒
を秀
調さ
合を
し説
て明
嫁し
人て
にい
与る
エ　　　　　

柔

　す
病な
をわ
取ち
り　’

　　　　　　　海東る政
　　　　　　　のすた官承
　　　　　　　上るめ符和
塑誰餐富黍塁鯵郵

　経経病識大修る煉った月の　　　O　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　o

樫蕪纏矯
聾鑓憂状

彙森雛契霧

舞携餐警
。’ E錐薬等三
魏周依糠

レ　　　 　　 　　　　 　

はた　 魚道
そが翌九場れ　’年日
を同正　’
見菊月空
届のよ海
け薫りは
た始’後
かは後七
の新七日
さ興日御
つの御修
に真修法
罵言法を
律宗は国
二が国家月将家の
に来の再
入に中中
寂わ枢嬉
したと事
通り言と
rわうし続がべて
遍国き修
照の宮め
発寒中る
揮教にべ
性界おき
霊にいこ
集確てと
補固国を
間た家上
抄る鎮痛
』地心し
巻位や　’
九を玉同
に占体月
はめ安二
当る穏十
のこを四
折と祈日
のを願に
空約す太

35

1、

後
七
日

御
修
法
に

お
け
る

舎
利
の
安
置

、

後
七
日

御
修
法
に

お
け
る

舎
利
観
の
変
容



に北　　　　　　　　　禅れ　 し結てとは除
は二右　　　　　　　　紗て後でしいがこく布間の二本貸手右灘雑一』い七荘たるなのこ慢の記天院後半間者塵磯。巻る日厳内こ　　　　　　　　　　　　　　　　　い法とを同量Q在加孔。響轡四一＿御の容とと会が
繰鱒≒鶴鐘鑛呈璽腰矯糞麗

壁

心をう
々引。
のき真
前回言
にし院
大’は
壇南東
をの西
据中五
え央間
密三’
教間南

登事

叢
濃
手罵

r写覚さ

ま加こけに
っ持とで宮
らしをあ中
れ玉込り年
た体案’中
こ淫す甘行
と凝る露事
がをとにと
’祈記っし
平願しいて
安してて行
時’い演わ
代他る説れ
以に。して
降五空てい
の穀海もた
舎豊は一御
利穣後度斎
に’七も会
対鎮日醍を
す護御醐指
る夕飯のし
概家法味た
念なのをも
やど辛口の
信現験にで
仰実がし’
’に優た右
そ直れこに

36



£．
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図譜、金銅密教玩具　　　京都・東寺所蔵

図三、金銅五鈷杵（金銅密教法具のうち）

京都・東寺所蔵
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僧侶 帰国 五鈷杵 三鈷杵 独鈷杵 三昧耶杵 五鈷鈴 署鈷鈴 独鈷鈴 塔錦 鏡 金剛盤 掲磨 輪宝 関伽皿 匹綴 法螺 舎利

最澄 805 1 1 竃 2 1

空海 806 ① ① ① ① 1 ④ ① 尋 腐 1 80粒（阿閣梨付属）

常暁 839 で 1 嘩

円行 839 1① 1 壌 1 1 1 4 茎 4 1

3000粒（鱒0粒青龍寺義真付

�A200粒天竺難陀付授、

Q700粒霊山大徳付授）

円仁 847 1① 1 1 1 5粒

恵雲 8魂7 1 壌 4 2 4 2 95粒

円珍 858 譲 1 4 4

宗叡 867 ① 2① 2 3 2 4 1 70粒

1表1入唐八家請来の法具と舎利

＊数字は請来した法具の点数、○は舎利を納入した法具の点数
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ささた　王愛えあ　の政　る安めよ　おそき
れがが四と知るる三よ期二よ時とりまきのな
る一’つ不・発。つうにつう窮す’ずた変転
現メそ目動性想後目なお目に寝る同’い心機
図iれは明海に七は宝いはな期現法一。がを系トら大王寺結目舎珠て舎りよ世のつ
曼ルは壇：の所び御利＿宝利’り豆本は
茶に実に二二っ修が舎珠と舎真な尊舎
羅i満楽車尊のい法金利は同利言書は利
にたの置で黒たに剛）白煙の無益如が
見な介す象漆のお界と河と効にに画人るいをる徴舎でいと王院さ験お効三々
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主蓋なのた一の安冥におなつ’　　　　　　　　　　　　　　尊観しるを庶流舎の首置合始りりて如と想た
　　　　　　　　’ま”い法ささご宝の弱行利よ懸さ
篠薄留書學に繁論議重警羨£寒害紮差
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　　　　　　＿構密　 宝権　 々もつがな形れ良時た
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【表】如法愛染王法年表

和暦 西暦 唐画梨 修法の目的 修法の内容 出典

承暦四年 1080 範俊（勧修寺） 白河天皇の厄除け、延命 六条内裏において行い、大壇・敬愛護摩壇・調伏護

?壇を用いる。論壇に理趣会曼茶羅を敷き、宝塔を

ﾀ置した。大壇上に空色の天蓋。

『覚禅紗』八十二

w厚造紙』

十一世紀

續ｼ
義範（醍醐遍智

@）

？ 伴僧六名。義範流は継承されず。 『覚禅紗』八十二

十一世紀
磨`十二
｢紀初

範俊 白河法皇のため 鳥羽離宮において如法尊勝法と併修する。 『本朝高僧伝』五

¥一

十二世紀
炎

予覚（醍醐三宝

@）

？ 天皇の御前で行う。 『丁丁釧八十二

大治六年 1131 不明 女院のため 『四巻』一

保延二年 1136 不明 内御元服のため 『四巻』一

十二世紀
O半

丁丁（仁和寺） 豆蔦門院の姫君誕生の

ｽめ
如法愛染王法の敬愛護摩壇を行う 『覚禅紗』八十二

十二世紀
續ｼ

不運（醍醐寺） ？ 左手（彼の手）に丁丁宝珠を持った愛染明王の画像

�怩ｯた。

『追記』

十二世紀
續ｼ

源運（醍醐金剛

､院）

一院（未詳）のため 助修八人。支度に丁丁の羽、赤薄様など範俊の作法

ﾉない品を用意した。

『丁丁紗』八十二

建久六年 1195 守覚（仁和寺） 中宮出産のための祈祷 勝光明院宝蔵の如意宝珠を用いる。 『丁丁問答』十三

十二世紀
續ｼ

守覚 ？ 六年間修す。伴僧十六名、敬愛護摩壇・調伏護摩壇

ﾍ覚成と定遍、降伏壇は覚成、神供は隆憲が行う。

『左記』

正元二年 1260 憲深（醍醐報恩

@）

大宮女院出産のため 今出川殿で行う。伴僧一〇名。金銅塔：（宝珠丁丁か）

�ﾜつり、八色天蓋を下げる。本尊は降三世明王（大

ﾐ徳の説もある）

『丁丁問答』十二

弘安四年 1281 叡尊（西大寺） 元冠退散のため 石清水八幡宮で如法愛染王法と如法：尊勝法と併修す

驕B

『西大勅誰興正菩

F行実年譜』

弘安五年 1282 浄胤（愛知・性

C寺）

元禄退散・再来防止か 宝珠をこめた性海寺五輪塔：を作成し、如法愛染王法

�Cす。

五輪塔納入文書
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図二大仏頂曼茶羅（大日金輪部分）

奈良国立博物館所蔵

図三、大仏色鯉茶羅（釈迦金輪部分）

奈良国立博物館所蔵
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図四、金銅密観宝珠形舎利容器

　　奈良・西大寺所蔵

図五、金銅密観宝珠形舎利容器

　　　広島・浄土寺所蔵
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図二、大神宮御正体　奈良・室生寺所蔵

図三、金銅密観宝珠形舎利容器

　　東京国立博物館所蔵



図八、密使宝珠面上舎利厨子

　　　奈良・興福寺所蔵

図六、山鼠宝珠嵌装舎利厨子

　　　奈良・般若寺所蔵

図九、密観宝珠嵌装舎利厨子

　　　奈良国立博物館所蔵

図七、密観宝珠嵌装舎利厨子

　　　奈良・金剛山寺所蔵
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図一三、『東長大事』所載の宝珠曼陀羅：

　　　　群馬・慈眼寺所蔵 図一〇、密観宝珠嵌装舎利厨子

　　　個人蔵、京都・観智恵旧蔵
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図一二、如意輪観音種子図像

　　　　奈良・円成寺所蔵

図一一、宝珠形図像

　　　　奈良・円成寺所蔵
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図一四、阿字曼茶羅図

　　　　東京国立博物館所蔵

図一五、五宝珠・不動明王二童子・愛染明王図　　広島・浄土寺所蔵
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図一七、如意輪観音・不動明王・愛染明王図

　　（宝珠部分）　　　　奈良・西大寺所蔵

　～

選＿
d“6

　　ノ」
’〆’

勉●．

訟嬉鎖重

・底羅
＼咲

1

図一六、如意輪観音・不動明王・愛染明

　　王図　　　　奈良・西大寺所蔵

’

図一八、『秘次第』所載の密観宝珠図

　　　愛知・万徳寺所蔵
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俵】　不動明王と愛染明王が扉絵等に表された厨子の荘厳意匠

名称 臓 樽 躍
正面扉（向

ｩって左）

正面扉（向

ｩって右）

背面奥壁 背面扉（向

ｩって左）

背面扉㈲か

ﾁて右）

狽唖扉 時代

擁i岬町二子 奈良・金剛山寺 二二圭殊

蕪 粥
鎌倉二代

厨子入大日金輪象 東京・根津i霞㈱官

ｻ良・法華寺伝

P

大日金輪

i裏面は女［慮

ﾖ観剖
離

愛染羽王 鎌倉累代

黒塗六角舎禾澱 静岡・f臥

購 離
愛染明王 四天王う

ｿ門躯

四天王うち 地蔵・十一面・龍王・

ﾙ才天・帝釈天・重

ﾊ天・四天王（ゴ掴

南北覇代

宮殿華華華華子 奈良・唐華華寺 現在は千手 阿字

離
愛染明王

配
応永3（惣23）

春日宮曼顯i孫会舎利厨

q
東京国立博物館

財
春日宮三二

離
愛染二王

配
文明11（147㊥

火焔宝珠塗装舎禾葦子 三重・福成就寺
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図二五、本堂来迎壁裏面板絵　広島・浄土寺所蔵
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　　輪台座部分）広島・浄土寺所蔵
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図二、鉄宝塔（錠前金具部分）

　　　　　　　　　　133

図一、鉄宝塔 奈良・西大寺所蔵

奈良・西大寺所蔵



図三、五瓶舎利容器 奈良・西大寺所蔵

凝
，、も

図四、五瓶舎利容器（合口部）

　　　奈良・西大寺所蔵

図五、火焔宝珠形舎利容器のうち

　　　　　奈良・西大寺所蔵
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図一八、誹議印塔嵌装舎利厨子

（釈迦金輪像）

奈良国立博物館所蔵

図一七、宝筐一際嵌装舎利厨子蔵　と　茶　’

　　奈良国立博物館所蔵
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厨子（中台八葉院）

奈良国立博物館所蔵
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図二二、厨子入大日金輪像（如意輪観音像）擁立ー、厨子入大日金輪像（大日金輪像）

　　東京・根津美術館所蔵　　　　　　　　　　　東京・根津美術館所蔵
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図二五、金銅火焔宝珠形舎利容器（華

　　盤、輪宝、敷茄子部分）

　　　奈良・海龍王寺所蔵

図二三、金銅火焔宝珠形舎利容器

　　　奈良・海龍王寺所蔵

図二四、金銅火焔宝珠形舎利容器（獅子

　　　部分）　奈良・海龍王寺所蔵
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図二七、大仏頂曼茶羅　　奈良国立博物館所蔵
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図一、金銅宝塔 奈良・西大寺所蔵
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図三、水晶五輪塔（大小）、折敷、錦町（二口）、

　　金銅円筒形容器　　　奈良・西大寺所蔵

四二、金：銅如意宝珠

　　　奈良・西大寺所蔵
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図八、黒漆塗舎利厨子　　個人蔵　　　三七、火焔宝珠嵌装舎利厨子　　　個人蔵
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図九、摩尼宝珠曼茶羅蒔絵厨子　　個人蔵
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図一〇、摩尼宝珠曼茶羅蒔絵厨子
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図一二、首掛三都種子曼茶羅彩絵厨子　　奈良国立博物館所蔵
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図一三、首掛駄都種子曼茶羅彩絵　子　書　た　を　を　が　板　首　開

　　　　　　　　をさ円放し開の懸き厨子（舎利孔墨書紙片）
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図一四、首掛駄馬種子三菱羅彩絵厨子（金剛界曼茶羅〔左〕、

胎蔵界曼茶羅〔右〕）　　奈良国立博物館所蔵

従わ額の　た舎勝大左た輪で脇
来る安活包め右転仏罰。のあ侍ご
本作並動厨ので茶頂侍ま下るにの品品に庶子舎あ羅尊のた部。不厨
のが知点は詣るのは不’に尊動子立言らで奈厨こ芸表動円不勝明に
作来れあ良子と本さ明珍動曼王お
溶したつ・でか構ず王請明茶’い
代てこた額あら成’か来王羅右て
にいと。安つ’をまらのとは脇注
つるはし出た尊表た構尊：降月病目
いこ十たにと等し降成勝三輪にさてと分が伝推曼て三さ曼世に降れ
ばもにつ来定茶い世れ茶明大三る
舎当可てしす羅る明て羅王日圏点
利寺能’たるにと競いはを如明は
孔の性叡。こ対考はる金融来王’の歴が尊閣とすえ円。剛すをと舎
書史あら寺がるる珍本界劇中い利
付をり西はで宝こ系厨大無心うがに考’大際き珠との子日畏に尊大
あ慮本寺躍る法が二はと訳八勝日るす品僧お。でで曹善右儀大曼如
至れのをよ
徳ばよ介び
四首うしそ
年肯なての
（で如小弟
一き法野子
三る尊流で
八。勝のあ
七な法教る
）おに学忍
と’関が性

あき像無脇軌仏茶来
るよで畏侍に頂羅と
如うも儀の基尊の同
法。な軌二つを構体
尊しい曼置く円成と
勝かが茶降図形が見
法も’羅三様に見傲
を　’やに世が配らさ
修中は見明普しれれ
め尊りる王及’る’
るが尊八’し月点左

れは舎紙
て胎泣寄
い蔵が四
る界両枚
。種界が
　子の貼
　曼大ら
　茶回れ
　羅にて
　が重い
　描庵る
　かてpr
　れら図
　てれ一
　いて三
　るい一二
　図ξ容

異越
鶴1櫻

1鍵

魏乏
藷尊
影　 企

雛1

礁曇

209



畿謹蠕難韓レこま
褻藷遜縫も代

意着れ法意流そ教て　質
味してに宝のの法露仏にこ
か’いお珠二主具拝教つこ
ら金たいと派導がさがいで
切輪。て同に男用れ起て四
り仏たま当分ないた来ま章
離頂だっでか立ら。しとか
し饗しらあれ認れ平だめら
’と’れるてにる安黙る八
舎し小たといあな時鳥こ章
利て野。見たつど代時との
に舎三一倣。た杢初代に成
提裂奪友義馨煙草塑吉是暑

　　　　　　　　たに

ではめらをは野平御本
は異る勧は’　　　　　　流安修平
話なご修じ舎で時法に
通ると寺め利あ代に達
し教はを如をつ後おの
て義な客意釈た耀い内
　　　　　　。にて誘いをく心輪弄
る主’と宝の小は大に
。牧舎す珠遺三舎壇安
窪し量る法骨流利上置
流ては小’とはをにさ
はい一野如し舎本塗れ
要る宇三法て利尊利’
いが金流尊：でのと塔仏
に’輪で勝は解すが教
員舎のは法な釈る安の
い利種舎’くを種蓋開
ラを子利如’め々さ祖
イ釈ボと法あぐのれ釈
バ迦ロ宝愛らつ修’迦
ルのン珠染ゆて法まを
意遺にと法る醍がたし
魚骨姿はな願誓確舎の
をとを別どい三犀利ぶ
有い変物種を流さを聖
しうえと々叶とれ籠遺
て本た認のえ小ため物
い来と識宝る野がたと
たの見さ珠如三’密し

と

醗

叡
尊
を

中

心
に

平
安
時
代
後
期
か
ら

室
町
時
代
に

至
る

喜

喜
密
教
の
舎
利
信
仰
と

舎
型

壮
厳
美
術
の

特

210

ま
と

め
1
叡
尊
の
舎
利
信
仰
と

舎
型

壮
厳
の
特
質

す同胞さ
れ時行れ
ば期のて
’の奇い
叡造有る
尊立様が
が’と式’
会熱感
しる鎌は
たの倉こ
正が末の
応穏期年
三婆一に
年で十舎
＿は四利
一な世の
二か紀働
九ろ算計
9塾蓼芒

童の夫ず

　　　つ雲影茜て

ξらがえ
つずもる
べ受つ熾
きけと要
でてもは
あい近な
うるいい
っここ　。
，rととむ
注をかし
五考らろ
触慮”



テ述も如r安きめ

輪鱗護嵩鶴

羨藩芝離礁桑
弥1鵜縫壁融
心事曇る煮るに王
ヅ　にこにが倣’
ヨ弘たと対’つ愛
ク安いですいた染
　　　一るずも明成六し
’年て天叡れの王

癸願人尊：にでの　て意で大にめを行と　住が
未う善のせあ三文い宝あ虚心たと直し叡後’六と竜言よつ尊応る珠る空尊：七つとて尊に実
月こモ葉面たを元とはと蔵の的だし草は叡際九ろ得が珠。本年言菊見法舎はもて創西尊に

　べ力意興全継た　窮慧｛鰯認幾
　　　　　　　　　法も。銅そ五修尊属あう
　　　　　　　　　のの細述の重法はめっし
・　尼御の秘は　奪恵騨欝雲雇些
　　　　　　　　　　　　　　　　　ナとわで造対丈わ寺＿

しれは立談立め惚れ
てる後さがして院は
ふ〇膨れ共’近に西
さ金日たに塔くお大
わ銅御が面々’い面
し宝修’利でおてを
い塔法そではそ三盆
造安をのあ三ら時魚
形並立内つ時く皇国
性の意部た秘こ法家
を金宝にと法れをの
示銅珠はこをに年道
し如法五ろ始範中場

人
で
あ

っ

た
と

思
わ

燕

西
大
寺
移

211
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梅源染綴金惣藻琴聾涯
のを諸とあ　　　　　　の塔らで緯行れし法集
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舎密法考類よのの半ば　こがにもる解　譜
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ら本解れわる容逸品寺つしだいをと西の。な論釈らる。書しはにてたとる安舎大逼
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に・西西弥立
直轟輩華甲主
なもとと阿た
副あ西乱言。
葬る南ば陀一
品一品れ三間と注がて尊信
と一追い二方も％詣る’の
に三さ）参内
直書れ図豊平
さ遺二＿菩外
れ体代。薩陣
ては基創像を
い’ t建’め

215

　　付
　　章
は　　・

蓬蓉
　　馨

　　郡

　　轟

　　書

　　髭

　　罐

　　苧



のの
姿墨金
の画雄
大菩堂＿
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金で舎いた愚な強法体陣浄現
認き利理めに塞くなにの土しのれを由　’　　　　　はいとど縣四のて煮嘆畜聖旨室名塁審慧歪護岩
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考ろこうある史た願や曼皆
察うよ。る荘料密加平有金すかう金が厳に教を甲羅：色
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呼にと　で燦たれ　ま
ば尊な密円然銅てまれ
れ像る教相と合おずて
’のこでが白金り’い
満身とは鏡いで’睡る
月がを行に輝あし薩こ
に表説者似きるか像と
讐さいはせを。もがに
えれた自て放巻そ顕よ
らて’身表つ柱の教る
れい密や現ての画像。るる教本さおう相と主
この特尊れりちに密命
　　　　　’東白教のとは有のた
が’の胸の音吐銅像特
多頭教にで相の板の定
い相悪鬼あに二がいは
がにで色ろ豆本貼ず印
’尊あのうのにられ相
し像る円かご表れで’
ばが即明。とさてあ持
し観身をこきれいる物
ば繕事観れ輝たるの以
円さ仏じはき菩こか歯鏡れに’密を薩とをの
にた基そ教与信で砂面も様つののえのあえか
讐亡い中観よ睡るるら
えをてに想う相一こ検ら窪い尊ととは図と湿
れ翻る像のし長四にし
てし。や関たい％しな
いて歯種導当歳白よけ
るい剛子が七月銅うれ。る界を考のをは。ば
たの主観え意経そそな
とで楽想ら図てののら
えあ秘すれを黒白際な
ばるやるる見ずい注い’。 墲ﾆ。るん盲目で
冥こ々k’

（くてた
大は’ま
正心白ま
一月い仏
八輪円と
1と相一
一も中体

こできさあ
といのれう
がるゆる：㌃
でがえの
き’古が
る新来’
。補血各
でのの菩
は五二薩
’側材が
ど二に円
の本用相
よでいの
うはら中
な円れに
理相て表
由はきさ

図四、巻柱菩薩像　岩手・中尊寺所蔵

図五、金銅釈迦如来御正体

　中尊寺円乗院所蔵
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尋わの師剛は月陣　こせ円円けの円と　　○ねく漸時界金輪柱でとて相乗たよ砂山　　 七

た’匠＿曼剛仏にはがいは院這うにか髪＿）
と直な一茶界をし’でる鏡の仏な翻れ蘂前に
このど○羅五飾ば旧きこの金と眩えて　略はろ申細七で智つし十よとよ連呼弄るい台）’
’すか七あ如たば八うがう釈ばをこる中當
法こな～つ来も月体○わな下れ円と。
皇と部一たをつ輪の
はく分一とまと仏曇霞にに三推っもや盛
時2い六定り早’像
の＿た）さ’い巻が
提原るはれ八例柱構内漢ま鳥る方は豊成
を文で羽。の’薩す
受）面上ま柱永走る
けと示皇たに保を曼
入見をの’は二連茶れえ仰も翼一年想羅
囎諺録；垂登
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　　　　　。法さあ
　　　　　月勝れろ

隠隠立読題霧差違
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てて藩老の来々なえ
’鳥をに日録群うる
　　　　’は載う際勝山細入
　　　　　　　0　　　、光御すれ日な』
明堂べ　’記いに記二
院にきまのがよ仁政
の倣かた著　’れ上期
内う。本者おば’の陣べ仰尊：でそ　’内仏
柱きせのあらこ陣堂
にかに光るくの柱の
はをい背源金塔に内

し有正がえ’大　句
たし体作るそ空転一8

巻釈平うり曲想珊茶
柱迦安に’　　　　　にす　畢の如時な二八る即
薩番袋喫煙難窪杏的
弓正期と尊華を刷本
　　）推像＿説話尊は体

懸響良三裟護螺襯

草合か同擬た思
な者ら通し旧い
性は頭代た子浮
格き光の金がか
のわの懸属島べ
像め上紅板日る
でてまのに如が
あ近で作半来’
る似を事由にそ
とし包’状変の
ひたみたのず円
と表’と叱る明
ま現しえ像との
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　輪界こ　　　　　　　　　　　　　　rし鏡
な仏奉れ　　　　　　　　　　　　　本た仏
おと茶に　　　　　　　　　　敬　朝も像’勝羅よ　　　　　　　　　　 建白　続のと

　　　　　　剛・地　　　 陀　　　　　 仏解　　短軸す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　し鏡　　とをて

用　 を表　　　　　　　　　　　　　　　　 て面
い　 推し　　　　　　　　　　　　　　　　 い＿
る　 測て　　　　　　　　　　　　　　　　たあ場　 しい　　　　　　　　　　　　　　　　主る
合　 たた　　　　　　　　　　　　　　　　題い
が　 がと　　　　　　　　　　　　　　　には
多　　’い　　　　　　　　　　　　　　　 っ無
い　法い　　　　　　　　　　　　　　い属
力1書函　　　　　　　海亟
　　九陣　　　　　　　　　　　　　　　　’にの　 重柱　　　　　　　　　　　　　　　　次仏場　 塔に　　　　　　　　　　　　　　　　に像
合　 のは　　　　　　　　　　　　　　　　引をは　 月両　　　　　　　　　　　　　　　　く表
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像氏図ら央本中じじお挙
がが法れ壇来尊た還りげ
な四のて南金寺こ相’れ
く十不い面色のとでまば
’八足る右痛心をあた’
菩体が。側の芸叢る西東
薩の胎都の露品味こ南北
像菩蔵か重信はしと曲柱
の薩界ら銅盤一てが西二
型像三遠製目ついわ面面
のの茶くの板のるか上中
み配羅離孔で型のる段段
を列にれ雀あをで。像像

に似てはつ繰はこはと　尊との定で　証金康
一てい伝たりなの右西在名図曼さも以金剛和
定非る経と返か事手強味を像謬れ’上剛院三
のな平蔵のしろ実の柱深確が湿る金よ院を年規る泉露量使うは部重い定一と鏡面りのさ＿
律曼の盤が用か巻分面こす致比仏堂’注し一
が隔地羽あす。柱が下とるし画像と院絵た一
見羅理目るる工菩欠段にこてすをほ政のも○
らを的板書傾蓋薩損像’とおる用ぼ幼主の一
れ作条の出向品像しは巻がりとい同に題で）
なり件西蔵がのをて’柱で”て時おはあに　　　　　　　　　　　　一も両慕い史ろ白い上が面露顕製製い右菩きこげ限右盤著作作る二二ず致つ界にて料う河

を；実害悪露薗1奮蓬蓬索書庚讐高錨1ぞぞ
　　　　　。様食残て中お印見れ弥仏’いで切い右　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳴鳥るあに’側例ののる掌にい相らた陀あ勝金羽
がる使さのえ下図持をはてやれこ騰る光剛離
窪罷善導を構攣竺走璽蟹蕩ゑ嶽霧ぼ麗携琴
一性七言と中型複金玉印かをの’　　　　　　　　　　　　　　　る鏡が内大異聖書婆璽露霜薔製噂霧馨繕襟難絵塁姪讐
　　　　　　　　）左軸殊と蔵豊明とにに建こ慮んにのの用使のすだし型正す用の手物なし界薩院呼模も立点るもてを面るし形はの事た曼像のばし勝さ
も必の伝用面こなに胸像債と茶の弛れた光れ
各要と経い央とけよ前がが思贈主直るの明た
菩が推蔵て羽はれつで数存わで短柱形だ院阿
薩あ測拐い目盛ばて梵組在れあをに式との弥

指る柱左。のはた下でる思寒菊参柱ば曼た霊示。の側ま楽な事画一。わら像考のし茶鏡の
し釜場にた雀い謡初致一れれのと菩ば羅仏人
た田合用・はががとし登るるうな薩飾で像々
細作’い中”生肴てを。　　　　　　　　　　　　一ちろ像らあがに注数うとれつ飾弓

＝体。近たたらじ
憂は巻似ここれく。胎飛しととて鳥
た蔵菩たがにい羽だ界薩恋うなた御
し曼像式かう陪堂
’茶のでが竃能と
大雨図あえ　　　　　　性呼
半の像つた　がば
の菩をた。　高れ
像薩諸とな　いた
は像々推か　 ○証
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能羅映てをる書てにふて＿が前』茶に法大）
性にし’中こいみ注さ仏飾馬よの羅両三日の

大　る癒し大を荘密れ薩れ　慶わ如れ五〇わ
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覆でが十の宮上回るい
曼は推九大のの大曳密
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心銅鳳る　躍れ金金舎と属ド古れこ
礎製時も舎舎た製属利が器の代’　　　　　　　　　　　　　　　れ　　　　　　　　　　　’舎イ供に利隈隈直納の代つ利利潤容製酪多

図六、金製舎利容器（八重舎利宝函　ど　仏　る　る　イ　り　め

のうち）　中国・法門寺博物館所蔵

容’合代しパ原
器中金：イくを’
の西製ンは建堂
廊受容ド金立棺
質の器で色し’
は法がはにて銅
糞畢薯発心各種
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